MRI Angiographyと脳動脈瘤 by 中村 達也 et al.
一　98　一 東京医科大学雑誌 第51巻第1号
　12　　救命救急部における各種モニタリング
　システムの現況
（救命救急）　池田裕介，山中成人，小池荘介
　当救命救急部における各種モニタリングシステム
の現況，特に頭蓋内圧，脳波・誘発電位，SwarGanz
catheterを用いた循環検査，混合静脈血酸素飽和
度測定について報告した。頭蓋内圧は，頭部外傷に
Gaeltec社製圧モンサーで硬膜外圧の，　SAHに脳
室ドレナージによる脳室内圧の側定を行っている。
この8か月に10例の硬膜外圧測定を行い，8例に
良好な結果を得た。不良例証1例はセンサーの位
置不良，1例はセンサー自体の故障であった。脳
波はbarbitllrate　therapyの深度測定に，誘発電
位はABR　trendgramを切迫脳ヘルニア症例に主
に使用している。SwanGanz　catheterはSAH・
多発外傷に使用しているが，特に体液管理の指標と
して有効である。混合静脈血酸素飽和度測定はSwan－
Ganz　optic　fiber　catheterを用いることにより連
続測定可能となる。以上は既に確立されたモニタリング
システムであり，当部でもルーチンに活用している。今
後更にモニターを加え治療及び臨床研究に臨む所存である。
　14　　下垂体疾患のdynamic　MRI
（都立大塚・脳外科）　朱田精宏，東　幸郎，
　　　　　　　　　　　新村富士夫
　前回のDYNAMIC　MRによる正常下垂体例の報
告をもとに今回は下垂体腺腫を中心にホルモン産
生別に比較検討しその変化や周辺組織との鑑別につ
いて報告する。SIEMENS1．5TのDYNAMIC　MRは
SHORT　TE　FLASH法にて1画像20秒で撮影しそ
の増強率（CER）を作成比較検討した。対象は平成3
年から4年までの下垂体および近傍疾患30例（術前GH
産生腺腫7例Prolactin産生7例ACTH産生1例
非機能性腺腫5例empty　sel】ae　4例など）計42回
施行。正常群と比べ異なりGH産生型に増強度の
著明な低下を，PRL産生型にピーク時間の延長が強
く認められた。非機能性腺腫では造影後60秒以内は
異なる傾向を示した。Pro】actinoma　bromocriptine
投与著効例では投与4週まで増強率の低下を認め
prolactine値と相関しており分泌組織密度の変
化が増強効果に影響していると考えられた。また
海綿静脈洞内への浸潤の有無や鞍土部腫瘍でも
Dynamic　MR　Iは鑑別可能であった。
13 MR　Angiographyと脳動脈瘤
（厚生中央・脳外科）　中村達也，駒木　治，
　　　　　　　　　　　三輪哲郎
【目的】MRIにて造影剤や放射線を用いること無く
Ang　i　ography（MRA）が行える。我々はMRAにおけ
る脳動脈瘤の描出能について検討を行った。【方法】
脳動脈瘤9例（IC－PC：5，MC：3，A　coma：1）を
3Dimension　Time　of　flight（3D一‘「10F）法，また
は3D　Phase　Contrast（3D－PC）法にて撮像した。
撮：像条件は，1．5Tes］a，3EトTOF法：SPGR，F］ip
Ang】e　20c，　TR　40ms，TE　5ms．3D－PC法：SPGR，
Flip　Angle　20。，TR　25ms，TE　8ms【結果】（1）3
から5㎜のAneurysmでは描出されないものが2例
あり現時点のMR　Angiographyの限界と思われた。（2）
TOF法はPC法に較べ脂肪組親等によるArtjfactが
欠点であった。（3）Large　Aneurysmにおいては動脈
瘤内の血液の停滞・乱流のため描出不良例が3例にみ
とめられた。【結語】上記の様な点に注意すればMR
Ang　i　ographyは脳動脈瘤のスクリーニング検査とし
て有用であると思われたQ
　15　　高血圧性被殻出血における脳循環代
　謝動態の評価
（霞ケ浦・脳外科）　出口　之，和田　淳，
　　　　　　　斉藤文男，賀川　潤，伊東良則
　MRスペクトロスコピーは，　In　vivoで非侵
襲的 生体の代謝情報を得ることができる。特に
31P－MRSはエネルギー代謝情報を知ることがで
きる。今回我々は，1231　一一　IMP　SPECTおよび
3 P－MRSを用いて高血圧性被殻出血慢性期にお
ける脳循環代謝動態について検討した。
　対象は高血圧性被殻出血15例で，この全症例に
対して慢性期にIMP－SPECTを施行し，その同
側前頭葉皮質における循環代謝動態について検討
した。
　今回測定したPCr1Pi　Ratioはenergy　stora
geを表しており，ひいては局所のviabi】ityも
しくは代謝活性度を表していると考えられること
から，”　Redistribution”という現象は組織代
謝活性が保たれていることを示すと思われた。
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